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１ 池のまわりに木を植えるのに、２m おきに植えると、５ｍおきに植える

よりも 30 本多く必要です。このとき、池のまわりの長さを求めようと

思います。 

 

 ⑴ 池のまわりを、２と５の最小公倍数の（ア   ）ｍと仮定します。 

 

 ⑵ ⑴のとき、２ｍおきに植えると、木は 

    （   ）÷（   ）＝（   ）本必要です。 

 

 ⑶ ⑴のとき、５ｍおきに植えると、木は 

    （   ）÷（   ）＝（   ）本必要です。 

 

 ⑷ ⑵と⑶の差は、 

    （   ）−（   ）＝（   ）本です。 

 

 ⑸ 実際の本数の差である 30 本は、⑷の 

    （   ）÷（   ）＝（   ）倍です。 

 

 ⑹ ⑸より、実際の池のまわりの長さは、 

    （   ）×（   ）＝（   ）ｍとなります。 
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２ 道路にそってはしからはしまで木を植えるのに、４m おきに植えると、

６ｍおきに植えるよりも 15 本多く必要です。このとき、道路の長さを

求めようと思います。 

 

 ⑴ 道路の長さを、４と６の最小公倍数の（ア   ）ｍと仮定します。 

 

 ⑵ ⑴のとき、４ｍおきに植えると、木は 

    （   ）÷（   ）＋（   ）＝（   ）本必要です。 

 

 ⑶ ⑴のとき、６ｍおきに植えると、木は 

    （   ）÷（   ）＋（   ）＝（   ）本必要です。 

 

 ⑷ ⑵と⑶の差は、 

    （   ）−（   ）＝（   ）本です。 

 

 ⑸ 実際の本数の差である 15 本は、⑷の 

    （   ）÷（   ）＝（   ）倍です。 

 

 ⑹ ⑸より、実際の道路の長さは、 

    （   ）×（   ）＝（   ）ｍとなります。 
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３ 池のまわりに木を植えるのに、６m おきに植えると、８ｍおきに植える

よりも 15 本多く必要です。このとき、池のまわりは何ｍですか。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 道路にそってはしからはしまで木を植えるのに、６m おきに植えると、

９ｍおきに植えるよりも８本多く必要です。このとき、道路の長さは何

ｍですか。 
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５ 道路にそってはしからはしまで木を植えるのに、５m おきに植えると、

7.5ｍおきに植えるよりも 16 本多く必要です。このとき、道路の長さは

何ｍですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 ５  と  7.5 の LCM＝（   ） 

 

 50  と  75 の LCM＝（   ）  

×10 ×10 ÷10 
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６ 道路にそってはしからはしまで木を植えるのに、４m おきに植えると、

4.5ｍおきに植えるよりも６本多く必要です。このとき、道路の長さは何

ｍですか。 

 



植木算 - 本数の差 

 6 

■ 解答 ■ 

１ ⑴ 10 

  ⑵ 10、２、５ 

  ⑶ 10、５、２ 

  ⑷ ５、２、３ 

  ⑸ 30、３、10 

  ⑹ 10、10、100 

２ ⑴ 12 

  ⑵ 12、４、１、４ 

  ⑶ 12、６、１、３ 

  ⑷ ４、３、１ 

  ⑸ 15、１、15 

  ⑹ 12、15、180 

３ 360ｍ 

４ 144ｍ 

５ 240ｍ 

６ 216ｍ 

 

■ 解説 ■ 

３ ・池のまわりを６と８の最小公倍数の

24ｍとすると、 

    24÷６＝４(本)･･･６ｍおき 

    24÷８＝３(本)･･･８ｍおき 

    ４−３＝１(本)･･･差 

  ・本当の差は 15 本だから、 

    15÷１＝15(倍) 

  ・よって、24×15＝360(ｍ) 

 

４ ・道路の長さを６と９の最小公倍数の

18ｍとすると、 

    18÷６＋１＝４(本)･･･６ｍおき 

    18÷９＋１＝３(本)･･･９ｍおき 

    ４−３＝１(本)･･･差 

  ・本当の差は８本だから、 

    ８÷１＝８(倍) 

  ・よって、18×８＝144(ｍ) 

 

５ ・道路の長さを５と 7.5 の最小公倍数の

15ｍとすると、 

    15÷５＋１＝４(本)･･･５ｍおき 

    15÷7.5＋１＝３(本)･･･7.5ｍおき 

    ４−３＝１(本)･･･差 

  ・本当の差は 16 本だから、 

    16÷１＝16(倍) 

  ・よって、15×16＝240(ｍ) 

 

６ ・道路の長さを４と 4.5 の最小公倍数の

36ｍとすると、 

    36÷４＋１＝10(本)･･･４ｍおき 

    36÷4.5＋１＝９(本)･･･4.5ｍおき 

    10−９＝１(本)･･･差 

  ・本当の差は６本だから、 

    ６÷１＝６(倍) 

  ・よって、36×６＝216(ｍ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


